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上組山車「鬼
おにぞろいもみじがり

揃紅葉狩」

　

▼
村
漁
協
魚う

お

市い
ち

場ば

初
売
式
（
４

日
）
▼
平
成
31
年
村
成
人
式
（
５

日
・
新
成
人
21
人
出
席
）
▼
平
成

31
年
新
年
交
賀
会
（
５
日
・
約
１

０
０
人
）
▼
村
消
防
団
出
初
式

（
６
日
・
約
１
０
０
人
）
▼
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
教
育

旅
行
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
19
日
～

21
日
）
▼
鵜
鳥
神
楽
が
巡
行
の
一

環
で
普
代
小
を
訪
れ
る
「
子
ど
も

神
楽
宿
」
（
23
日
）

　

▼
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
構
内
で
普
代
商

工
会
主
催
の
「
す
き
っ
す
！
す
き

昆
布
ふ
だ
い
フ
ェ
ア
」（
１
日
）

▼
防
災
講
演
会
（
２
日
・
約
20
人
）

▼
平
成
30
年
度
教
育
振
興
運
動
推

進
大
会
（
９
日
・
約
１
０
０
人
）

▼
村
し
い
た
け
推
進
協
議
会
設
立

30
周
年
記
念
行
事
（
21
日
・
約
30

人
）

　

▼
村
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、

２
年
を
達
成
（
10
日
）
▼
防
災
を

考
え
る
日
イ
ベ
ン
ト
（
11
日
・
約

20
人
）
▼
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
青

の
国
ふ
だ
い
で
、
村
特
産
の
コ
ン

ブ
を
粉
末
に
し
て
麺
に
練
り
こ
ん

だ
半
生
手
延
べ
パ
ス
タ
「
Ｋ
ｏ
ｎ

Ｐ
ａ
ｓ(

コ
ン
パ
ス)

」
を
新
発

売
（
21
日
）
▼
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス

線
開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
21
日
～

24
日
）

　

▼
村
の
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
は
29
億
７
０
０
０
万
円
▼
交

通
事
故
防
止
を
願
い
、
普
代
小
の

新
入
生
に
黄
色
い
傘
と
黄
色
い
帽

子
が
贈
ら
れ
る
（
８
日
）
▼
村
内

一
斉
の
ご
み
拾
い
「
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」
（
14
日
）
▼
普

代
小
中
学
生
合
同
の
津
波
避
難
訓

練
（
17
日
）
▼
河
津
桜
開
花
記
念

事
業
キ
ラ
ウ
ミ
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
20
日
）
▼
平
成
31
年
度
村

消
防
団
特
別
点
検
（
28
日
）

　

▼
希
望
あ
ふ
れ
る
新
時
代
「
令

和
」
が
幕
開
け
（
１
日
）
▼
黒
崎

地
域
活
動
拠
点
施
設
が
落
成
（
８

日
）
▼
鵜
鳥
神
社
例
大
祭
（
12
日
）

▼
普
代
小
・
中
学
校
で
運
動
会
、

体
育
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
（
普
代

中
体
育
祭
18
日
・
普
代
小
運
動
会

25
日
）
▼
プ
ロ
野
球
パ
・
リ
ー
グ

公
式
戦
、
楽
天
対
西
武
が
岩
手
県

営
野
球
場
で
行
わ
れ
、
村
出
身
の

楽
天
銀
次
選
手
が
凱
旋
（
28
日
）

　

▼
全
長
約
１
０
２
５
㌔
の
「
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が
全
線

開
通
（
９
日
）
▼
任
期
満
了
に
伴

う
村
長
・
村
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
柾
屋
伸
夫
氏
が
無
投
票
で

村
長
再
選
（
11
日
）
、
村
議
は
現

職
８
人
、
新
人
２
人
が
当
選
（
16

日
）
▼
三
陸
沿
岸
復
興
道
路
の
萩

牛
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
貫
通
式

（
27
日
）
▼
普
代
浜
で
初
め
て
の

体
験
型
地
引
網
調
査
（
30
日
）

　

▼
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ト
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

普
代
村
＆
野
田
村
」
（
６
日
）
▼

こ
ど
も
ま
つ
り
in
キ
ラ
ウ
ミ
２
０

１
９
が
雨
天
に
よ
り
社
会
体
育
館

で
開
催
（
15
日
）
▼
第
25
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
（
21
日
）

　

▼
第
16
回
北
緯
40
度
普
代
浜

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
４

日
）
▼
村
戦
没
者
追
悼
式
（
５
日
）

▼
ベ
ア
レ
ン
ビ
ア
フ
ェ
ス
ト
in
ふ

だ
い
２
０
１
９
（
11
日
・
約
１
０

０
人
）
▼
約
20
年
ぶ
り
に
お
盆
の

盆
踊
り
大
会
が
復
活
（
15
日
・
約

３
０
０
人
）
▼
初
秋
の
普
代
路
を

飾
っ
た
ふ
だ
い
ま
つ
り
（
30
日
～

９
月
１
日
）

　

▼
県
知
事
選
挙
の
投
票
（
８
日
）

▼
陸
中
黒
埼
灯
台
「
恋
す
る
灯
台
」

認
定
セ
レ
モ
ニ
ー
（
16
日
）
▼
村

敬
老
会
（
20
日
・
１
８
１
人
）
▼

平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
決
算
額
は
41
億
３
１
９
５
万

円
（
24
日
〜
26
日
の
村
議
会
で
認

定
）
▼
村
防
災
訓
練
（
29
日
）

　

▼
２
０
１
９
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ

だ
い
（
６
日
）
▼
台
風
19
号
に
よ

り
、
村
の
総
雨
量
が
４
６
７
㍉
（
観

測
史
上
最
大
）
に
達
し
、
土
砂
災

害
や
冠
水
被
害
が
発
生
（
12
日
、

13
日
）
▼
普
代
小
中
学
校
合
同
の

文
化
の
祭
典
「
普
代
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
（
26
日
）

▼
第
31
回
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集

い
（
27
日
）

　

▼
台
風
19
号
災
害
か
ら
の
復
興

を
願
い
、
令
和
元
年
度
復
興
支
援

普
代
村
文
化
祭
を
開
催
（
２
日
、

３
日
）
▼
第
29
回
村
学
校
保
健
大

会
（
22
日
）

１ 

月

２ 

月

３ 

月

４ 

月

５ 

月

６ 

月

７ 

月

８ 

月

９ 

月

10 

月

11 

月

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
が
開
通

潮
風
ト
レ
イ
ル
が
全
線
開
通

村
長
選
で
柾
屋
氏
が
再
選

お
盆
の
盆
踊
り
大
会
が
復
活

台
風
19
号
災
害
で
甚
大
な
被
害

村政のかじ取り役を担う柾屋村長と 10 人の村議会議員が決定（６月 11 日、16 日）

広報から拾った
主な出来事

回顧2019年
（平成31 年）
（令和元年）

台風 19 号が村内で猛威をふるう（10 月 12 日、13 日）

三陸鉄道リアス線が開通（３月 24 日）

▲︱

みちのく潮風トレイル全線開通（６月９日）

キラウミ音楽フェスティバル（４月 20 日）

お盆の盆踊り大会が見事に復活（８月 15 日）

復興支援村文化祭（11 月２日、３日）

２年ぶりに開催した海フェスタ（10 月６日）
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10 月 13 日を忘れない　　

約
７
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
が
人
を
支
え
る
す
ご
い
力
を
実
感村社会福祉協議会事務局長

下道 裕一さん（旭日区 ＝60歳）
村消防団第１分団班長

長澤 邦寿さん（旭日区 ＝46歳）

　

13
日
の
午
前
３
時
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

ゴ
ー
ガ
タ
ン
ガ
タ
ン
と
い
う
大
き
な
音
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
夜
が
明
け
て
、
自
宅
の
２
階
か
ら
外
を

見
て
み
る
と
、
１
０
０
㍍
近
く
崩
れ
た
山
か
ら
大

量
の
土
砂
と
家
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
不
気

味
な
色
を
し
た
泥
水
が
。
そ
の
光
景
は
何
が
何
だ

か
分
か
ら
ず
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　

そ
の
日
か
ら
復
旧
作
業
を
始
め
ま
し
た
が
、
２

㍍
近
く
積
も
っ
た
土
砂
で
、
な
か
な
か
身
動
き
が

取
れ
な
い
状
況
で
し
た
。こ
ん
な
事
に
な
る
と
は
、

全
く
予
想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
人
生
で

も
初
め
て
の
経
験
で
し
た
し
、
誰
に
聞
い
て
も
こ

の
よ
う
な
災
害
は
記
憶
が
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
は
よ
く
「
想
定
外
の
災
害
」
や
「
何

十
年
に
一
度
の
災
害
」
な
ど
聞
き
ま
す
が
、
ど
こ

か
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

経
験
は
、
ど
こ
で
ど
ん
な
災
害
が
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
身
を
持
っ
て
感
じ
た
災

害
に
な
り
ま
し
た
。

太田 毅一さん（緑区 ＝76歳）

想
定
外
の
出
来
事
が
目
の
前
で

こ
の
経
験
を
忘
れ
ず
に

住
民
を
守
る
消
防
団
と
し
て

多
様
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

　

あ
の
日
の
未
明
、
私
は
家
を
守
り
た
い
一
心
で
、

家
の
中
に
流
れ
て
く
る
泥
水
を
必
死
に
か
き
出
し

て
い
ま
し
た
。
２
階
に
避
難
し
て
窓
か
ら
見
え
た

の
は
、
大
き
な
岩
や
木
の
根
が
、
ご
ろ
ご
ろ
と
流

れ
て
く
る
恐
ろ
し
い
光
景
で
し
た
。

　

朝
を
迎
え
、
村
長
さ
ん
や
消
防
団
の
皆
さ
ん
が

い
ら
し
た
時
は
、
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
復
旧

作
業
で
は
、
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
つ
ら
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

優
し
さ
に
触
れ
、
何
と
か
今
日
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。

今
は
、
一
人
一
人
に
お
礼
を
し
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

被
災
し
た
経
験
は
、
決
し
て
い
い
経
験
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
優
し
さ
に
触
れ
、
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

災
害
で
経
験
し
た
つ
ら
か
っ
た
こ
と
や
悲
し
か
っ

た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
自
分
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

つ
ら
い
経
験
を
乗
り
越
え

支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
を
伝
え
た
い

生 ユキさん（上区＝ 80歳）

台風 19 号災害　　

10
月
13
日

　

災
害
の
歴
史

　

今
年
10
月
13
日
か
ら
53
年
前

の
昭
和
41
年
10
月
13
日
。
こ
の

日
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。　

　

昭
和
41
年
10
月
13
日
。
朝
か

ら
降
り
出
し
た
雨
は
、
午
後
８

時
を
過
ぎ
て
か
ら
雷
雨
を
伴
っ

た
集
中
豪
雨
（
普
代
農
業
気
象

観
測
所
調
べ
１
４
６
㍉
）
と

な
っ
た
。
す
さ
ま
じ
い
稲
妻
、

道
路
は
激
流
と
な
り
、
山
は
崩

れ
、
家
が
倒
れ
、
荒
れ
狂
う
地

上
の
様
子
は
ま
さ
に
地
獄
絵
の

よ
う
。こ
の
大
惨
事
は
、
フ
ェ
ー

ン
災
害
か
ら
丸
５
年
、
よ
う
や

く
生
活
に
明
る
み
も
出
た
太
田

名
部
地
区
に
集
中
。
警
察
官
や

消
防
団
員
ら
の
必
死
の
警
戒
も

む
な
し
く
、
村
民
１
人
の
尊
い

命
を
奪
っ
た
。

（
昭
和
41
年
10
月
20
日
発
行
、

広
報
ふ
だ
い
53
号
一
部
抜
粋
）

　

初
め
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。
県
社
協
さ
ん
や
県
内
各
市
町
村
の
社

協
さ
ん
な
ど
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
毎
日

奔ほ
ん
そ
う走

し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
最
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
悲
し
そ
う
な
途

方
に
く
れ
て
い
る
表
情
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
ど
ん

ど
ん
和
ら
ぎ
笑
顔
に
な
っ
て
い
く
姿
で
す
。
約
１

カ
月
の
活
動
で
延
べ
６
９
８
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、
地
域
の
各
商
店
か

ら
差
し
入
れ
を
い
た
だ
い
た
り
、
地
区
の
公
民
館

を
開
放
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
本
当
に
有
難

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
経
験
で
「
人
が
人
を
支
え
る
と
い
う
の

は
す
ご
い
力
を
生
む
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
、
穏
や
か
な

日
常
を
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
今
後
も
で
き
る

限
り
の
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

12
日
の
午
後
か
ら
、
台
風
で
危
険
な
箇
所
の
見

回
り
や
土
の
う
作
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
一
旦
解

散
し
、
午
前
０
時
頃
に
再
び
集
ま
り
出
動
し
ま
し

た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
で
、
カ
ネ
シ
ョ
ウ
さ
ん
を
１

０
０
㍍
ぐ
ら
い
南
下
し
た
国
道
45
号
で
排
水
作
業

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
気
に
水
量
が
上
が
っ

て
き
て
作
業
を
中
断
。
そ
れ
か
ら
は
、
そ
の
付
近

で
、
避
難
で
き
ず
取
り
残
さ
れ
て
い
た
住
民
の
皆

さ
ん
を
お
ん
ぶ
し
て
救
出
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
に

は
も
う
１
㍍
近
い
高
さ
ま
で
水
が
あ
り
、
漕
い
で

歩
く
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

　

全
国
各
地
で
い
ろ
ん
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
消
防
団
員
と
し
て
、
い
つ
ど
ん
な
災
害
が
起

き
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
心
構
え
や
そ
の
た
め

の
訓
練
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消

防
団
員
で
も
、
現
場
で
は
安
全
第
一
だ
と
思
う
の

で
、
津
波
襲
来
時
の
退
避
ル
ー
ル
の
よ
う
な
各
災

害
の
活
動
制
限
ル
ー
ル
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

被災した太田名部地区の様子太田勝三さん（太田名部＝82歳） 自衛隊による復旧作業（写真提供：釜谷壽人さん）

「同じ日の水害。この教訓を未来に」
　昭和 41 年 10 月 13 日、私は消防団員として活動して
いました。見たことない滝のような稲妻があちこちで光
り、台風 19 号の雨よりもさらに強い雨が容赦なく降り
続けました。当時の道路はまだ舗装がされていなかった
ため、激流で深くえぐれ、次々と家がなぎ倒されていき
ました。「３月の津波」と一緒に「10 月の水害」も教訓
として後世に伝えていかなければならないと思っていま
す。
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子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
健
康
を

願
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
自
ら
が
健

康
習
慣
を
見
直
す

機
会
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
11
月
22

日
、
第
29
回
村
学

校
保
健
大
会
が
普

代
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
児
童

生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参

加
。
「
歯
・
口
腔

の
健
康
」
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
16
人

と
「
む
し
歯
ゼ
ロ
」
の
児
童
生
徒

65
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
普
代
中
学

校
３
年
の
大
上
柚ゆ

ず

さ
ん
が
「
む
し

歯
ゼ
ロ
を
達
成
で
き
た
の
は
、
毎

日
給
食
の
後
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
タ

イ
ム
の
時
間
を
作
り
、
み
ん
な
で

活
動
し
続
け
た
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
１
日
３
回

の
歯
磨
き
を
欠
か
さ
ず
に
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
上
席
ス
ポ
ー
ツ

医
・
科
学
専
門
員
の
髙
橋
一
男
氏

に
よ
る
「
自
分
自
身
の
か
ら
だ

を
知
ろ
う
」
と
題
し
て
の
講
義

や
同
課
の
専
任
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
山
本
繁
氏
に
よ
る
「
日

頃
か
ら
で
き
る
身
体
つ
く
り

の
紹
介
」
と
題
し
て
の
実
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

足
首
の
仕
組
み
や
き
れ
い
な

姿
勢
づ
く
り
を
体
験
。
ま
た
、

骨
や
筋
肉
に
必
要
な
栄
養
素

や
睡
眠
の
重
要
性
な
ど
の
講

義
を
受
け
、
日
常
生
活
か
ら
で

き
る
健
康
な
体
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

ふだいのわだい
歯ゼロ達成は 65 人

第 29 回村学校保健大会
虫

実際に体を動かし、学びを深めました

虫歯ゼロの児童生徒 65 人が表彰されました

に
と
け
込
み
、
地
域
お
こ
し
の
３
年
間

畠
山
協
力
隊
員 

退
任
式

村

　

村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

畠
山
智
美
さ
ん
（
力
持
＝
34
歳
）

の
退
任
式
が
12
月
４
日
、
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

畠
山
さ
ん
は
、
３
年
間
の
任

期
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

「
普
代
参さ

ん
じ
ゅ
う
ご
ば
ん
か
ん

拾
伍
番
館
」
の
運
営

や
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
開
催
な

ど
村
に
と
け
込
み
、
地
域
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
参
拾
伍

番
館
の
活
動
な
ど
で
、
村
に
元

気
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

元
漁
業
の
学
び
を
深
め
る

新
巻
き
ザ
ケ
作
り
に
挑
戦

地

　

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
表
彰
さ
れ
た
児
童
生
徒
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　

◇
小
学
校
図
画
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
鎌
倉
愛よ

な乃
（
普
代
小
２
年
）

▽
優
秀
賞
…
菊
池
夢ゆ

う

と翔
（
同
）　

野
場
藍あ

い
き公

（
同
）
▽
佳
作
…
村
上

暖ひ

な

た大
（
同
）　

赤
坂
風

ふ
う
り
ゅ
う留(

同
）　

金
子
愛あ

ゆ

む結
（
同
） 

 

◇
同
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
下
道
來ら

い

と翔
（
普
代
小
５
年
）

▽
優
秀
賞
…
村
上
大た

い
よ
う燿

（
同
）　

泉
山
瑛え

い
す
け祐(

同
）
▽
佳
作
…
前

川
優ゆ

な菜
（
同
）　

太
田
ら
ら(

同
）　

前
川
唯ゆ

い

か香
（
同
）

　

◇
中
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最

優
秀
賞
…
正
路
潤
之
介(

普
代
中

２
年
）
▽
優
秀
賞
…
大
上
惟い

よ

な

代
奈

（
同
）　

高
屋
敷
咲さ

な南(

同
）
▽
佳

作
…
長
谷
蓮
太
（
同
） 

（
敬
称
略
）

家族に囲まれ 100 歳を祝福！
萩牛の木村ハツノさん

た
。
今
後
も
移
住
希
望
者
が
定
住

し
や
す
い
村
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
８

月
に
着
任
し
た
同
協
力
隊
員
山
口

佳
介
さ
ん
（
芦
渡
＝
18
歳
）
か
ら

は
花
束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

畠
山
さ
ん
は
「
優
し
い
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、
３
年
間
全
う
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
後
輩
の

山
口
隊
員
の
活
躍
を
期
待
し
な
が

ら
、
村
民
み
ん
な
が
い
ろ
ん
な
考

え
を
尊
重
し
合
い
、
活
躍
で
き
る

よ
う
な
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ぱ
い
販
売
し
て
い
き
ま
す
」
と
述

べ
、
リ
ン
ゴ
が
手
渡
さ
れ
る
と
、

柾
屋
伸
夫
村
長
は
「
皆
さ
ん
か
ら

の
元
気
を
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
し

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
リ
ン
ゴ
は
、

は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
の
子
ど
も
た

ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

去最高値の「江刺りんご」
賢治の土㈱が村に寄贈

過
　

盛
岡
市
の
県
産
食

材
販
売
「
賢
治
の
土

㈱
」
の
畠
山
武
志
社

長
が
11
月
29
日
に
役

場
を
訪
れ
、
初
競
り

で
過
去
最
高
値
と
な

る
１
箱
（
28
個
入
り
）

１
４
０
万
円
で
落
札

し
た
「
江
刺
り
ん
ご
」

の
う
ち
５
個
を
村
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

畠
山
社
長
は
「
台

風
19
号
の
復
旧
復
興

の
取
り
組
み
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
普
代

の
海
産
物
を
精
い
っ

柾屋村長と畠山社長

感謝の気持ちを伝える畠山さん

　

普
代
小
学
校
（
山
本
一
平
校
長
、

児
童
１
０
３
人
）
の
５
年
生
16
人

で
組
織
す
る
普
代
海
づ
く
り
少
年

団
は
、
11
月
29
日
と
12
月
９
日
の

両
日
、
新
巻
き
ザ
ケ
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
は
、
保
護
者
や
漁
協

職
員
ら
に
教
わ
り
な
が
ら
、
包
丁

で
サ
ケ
の
腹
を
開
い
て
、
内
臓
を

取
り
除
き
水
洗
い
し
た
後
、
う
ろ

こ
や
腹
に
く
ま
な
く
塩
を
す
り
込

み
ま
し
た
。
漁
協
職
員
か
ら
「
目

に
も
塩
を
す
り
込
ん
で
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
と
、
真
剣
な

表
情
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
は
、
た
っ
ぷ
り
す
り

込
ん
だ
塩
を
水
で
洗
い
流
し
、
ひ

も
で
く
く
り
つ
け
乾
燥
さ
せ
る
作

業
を
体
験
。

　

太
田
魁か

い
き吉

君
は
「
初
め
て
新
巻

き
ザ
ケ
を
作
り
ま
し
た
が
、
内
臓

を
取
り
除
く
の
が
気
持
ち
悪
く
て

大
変
で
し
た
。
美
味
し
い
新
巻
き

ザ
ケ
を
家
族
で
食
べ
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
平
成
11
年
に
「
堀

内
海
づ
く
り
少
年
団
」
と
し

て
結
成
。
そ
の
後
小
学
校
の

統
合
で
「
普
代
海
づ
く
り
少

年
団
」
と
な
り
、
毎
年
５
年

生
の
児
童
が
、
海
の
自
然
や

地
元
漁
業
の
学
び
を
深
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サケにそれぞれ名札をつけて乾燥させました

漁協職員の指導を受け、塩をすり込む児童

退任民生児童委員に感謝状
新しい民生児童委員 14 人を選出

担当地区 氏　　名
黒 崎 畠　山　伊代子
太 田 名 部 太　田　絹　子
旭 日 区 金　子　美　枝
中 央 区 太　田　千　明
上 区 松　頭　利　美
緑 区 道　下　美貴香
白 井 前　川　佐栄子
堀内（下） 畑　　　章　子
堀内（上） 澤　田　忠　利
鳥居・力持 戸草内　順　子
茂 市 澤　口　　　照
萩牛・芦渡 坂　本　良　子

【民生児童委員（敬省略）】

担当地区 氏　　名
全 地 区 岸　里　喜美子
全 地 区 中　村　恵利子

【主任児童委員（敬省略）】

役場内の動き（12 月１日付）
　◆県政策地域部台風災害復旧復興推進室特命
課長・市町村支援・県北広域振興局経営企画部
兼務・普代村駐在（県文化スポーツ部ラグビー
ワールドカップ 2019 推進室主任主査・民間企
業等派遣）土澤智

　11 月 30 日付で民生児童委員を退任した黒崎
の森子澄さん、旭日区の嵯峨惠子さん、中央区
の宇部由明さん、上区の熊谷洋子さん、堀内（下）
の上田育代さん、茂市の山﨑確己さん、主任児
童委員の吉田順子さんの７人に厚生労働大臣か
ら感謝状が贈られました。
　また、12 月１日付で新しい民生児童委員 14
人が選任されました。

　萩牛の木村ハツノ
さんが 11 月 17 日、
ご自宅で 100 歳の
誕生日を迎えられま
した。同日は、家族
や老人クラブの仲間
に囲まれながら、村
からお祝い品が手渡
されると、温かい拍
手に包まれました。お祝い品を手にする木村さん
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本はともだち
◆
幼
児
向
け

　

ソ
リ
で
そ
ら
と
ぶ
サ
ン
タ
さ
ん

を
て
つ
だ
い
、
ま
い
ご
の
あ
か
は

な
の
ト
ナ
カ
イ
を
さ
が
し
だ
し
、

ふ
ゆ
の
ゆ
う
え
ん
ち
で
あ
そ
ん

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
！

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
め
い
ろ
で
い
っ

ぱ
い
あ
そ
ぼ
う
！（

あ
か
ね
書
房
）

図書室へ
　　行こう！

『
ク
リ
ス
マ
ス
め
い
ろ
ブ
ッ

ク
』

　役場で働き始めて２カ月。皆さんのお役に
立てるよう頑張りますと話す安田さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は安田要さん
(24) です。

マイフレンド  Vol.137M Y
F R I E N D

『
新
生
活
に
期
待
し
て
い
ま
す
』

　

安
田
要
さ
ん
は
宮
古
市
出
身
の

24
歳
。
今
年
10
月
か
ら
役
場
住
民

福
祉
課
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

普
代
村
の
印
象
を
聞
く
と
「
出

身
は
現
在
の
宮
古
市
で
す
が
、
旧

田
老
町
の
出
身
で
す
。
普
代
村
は

田
老
と
地
理
や
雰
囲
気
が
似
て
い

て
、
懐
か
し
い
感
じ
が
し
て
い
ま

す
」
と
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

働
き
始
め
て
か
ら
す
ぐ
台
風
19

号
災
害
が
発
生
。
職
員
と
し
て
対

応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。「
大
学
時

代
に
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
あ
り
、
元
々
普
代
村

の
防
災
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
職
員
と
し
て
実
際
に
災
害
対

応
を
経
験
し
、
消
防
団
の
皆
さ
ん

な
ど
が
住
民
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
地
域
の
強
い
結

束
力
が
村
の
防
災
力
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
安
田
さ
ん
の
趣
味
は
、

登
山
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
そ
う
で

「
最
近
は
遠
出
し
て
登
山
す
る
時

間
が
取
れ
な
い
た
め
、
ア
ウ
ト
ド

ア
用
品
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
「
村
で
一

人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
村
内

の
各
商
店
な
ど
を
歩
い
て
巡
り
た

い
で
す
」
と
新
生
活
に
期
待
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
の
で
、

買
い
物
に
出
か
け
た
り
自
宅
の
掃

除
を
し
て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
の

東
欧
諸
国
に
行
き
、
観
光
名
所
を

巡
り
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

村
の
様
々
な
こ
と
に
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
で
、
至
ら
な
い
点
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今年も残り少なくなりました。
良い年末になりますように‼
( ＾ -＾ )

＊ OPEN  19:00~   
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
 080 − 1875 − 1408

サ
ム
・
ス
ミ
ス

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

◆
小
学
生
向
け

　

渋
沢
栄
一
先
生
の
「
論
語
と

算そ
ろ
ば
ん盤
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
齋
藤

孝
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
人
と
し
て
正
し
く
生

き
、
正
し
く
お
金
を
も
う
け
、
世

の
中
の
た
め
に
使
う
方
法
を
学
び

ま
し
ょ
う
！

（
筑
摩
書
房
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

開室時間：午前９時～午後５時
 休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

『
自
分
で
考
え
て
行
動
し

よ
う
�
こ
ど
も
論
語
と
そ

ろ
ば
ん
』

齋
藤　

孝

　　　 ●営業時間　昼 : 要予約　夜 : 18：00〜23：00
　　　 ●定 休 日　日曜日・月曜日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 080−6037−7008

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。

　

小
さ
い
頃
は
、
も
の
づ
く
り
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
村

尾
恭
吾
さ
ん
。

　
「
盛
岡
の
高
校
に
進
学
し
て
、

同
級
生
の
み
ん
な
か
ら
刺
激
を
受

け
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
自
ら
挑
戦

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
恭
吾
さ
ん
。

　
「
普
代
に
は
な
か
な
か
帰
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
何
か
の

形
で
貢
献
で
き
た
ら
い
い
で
す
」

と
は
き
は
き
し
た
口
調
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「あのね」から 10 年後…

システムエンジニア目指してます
　　　盛岡中央高校３年　村尾　恭吾

平成 19 年４月号
  「あのね」より
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中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
営業時間 8:00 から 20:00 まで

   サンタが街にやって来たー！！！

平成 19 年 10 月号 
「あのね」より

390

あかさかそなちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

あかさかそなちゃん（赤坂奏音、

６歳）から父・正人さん、母・三
枝子さんへ
　おとうさんはきんにくムキムキ
でよくおこってこわいけど、おふ
ろにいれてくれてやさしいんだ
よ。いつもおとくんのおせわして
るけど、たまにはそなたちのおせ
わもしてほしいな！じてんしゃこ
げるようになりたいから、BG に
つれてってね！あとディズニーラ
ンドにもいきたいな！
　おかあさんのりょうりはいつも
おいしくて、いっぱいたべたくな
るんだ。いつもありがとね！かじ
でいつもたいへんなおかあさんの
おてつだいいっぱいしたいな。こ
んどおかしかってあげるから、た
のしみにまっててね！

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
６
㌻
か
ら
、
②
は

７
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
学
校
保
健
大
会
で
表
彰
さ
れ

た
「
虫
歯
ゼ
ロ
」
の
児
童
生
徒
は

何
人
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

50
人　

Ｂ　

65
人　

Ｃ　

70
人

　

②
賢
治
の
土
㈱
か
ら
村
に
寄
贈

さ
れ
た
「
江
刺
り
ん
ご
」
は
何
個

で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

５
個　

Ｂ　

10
個　

Ｃ　

15
個　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
令
和
２
年
1
月

７
日
（
火
）　
当
日
消
印
有
効

　
○
11
月
号
の
答
え
…
①-

Ｂ　
　

②-

Ｃ　

　
○
応
募
総
数
…
５
通
で
５
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
太
田
悠
歩
ち
ゃ
ん

ん
（
太
田
名
部
・
６
歳
）
②
滝
澤

ひ
び
き
く
ん
（
久
慈
市
・
８
歳
）

③
大
坪
楓
く
ん
（
久
慈
市
・
４
歳
）

広
報
ク
イ
ズ

滝澤きららさん
（久慈市・10 歳）

ネ
ズ
ミ
雪
だ
る
ま
か
わ
い
い
ね
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・３歳）

ド
ー
ナ
ッ
ツ
美
味
し
そ
う
！
○広  

太田悠歩ちゃん
（太田名部・６歳）

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
上
手
！
○広  

〔年末年始営業時間のご案内〕
12/31　（8:00 ～ 16:00）
1/1.2.3（お年賀お休み）
1/4 ～（8:00 ～ 20:00）

　

私
の
父
は
、
私
が
五
歳
の
時
に

病
気
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

と
て
も
大
好
き
な
父
で
し
た
。
私

は
ま
だ
五
歳
で
小
さ
な
子
ど
も

だ
っ
た
の
で
、
父
の
病
気
の
こ
と

も
、
父
が
死
を
目
の
前
に
し
て
い

る
状
況
だ
と
い
う
こ
と
も
、
父
の

死
後
姉
か
ら
聞
い
て
分
か
っ
た
こ

と
で
し
た
。
目
を
閉
じ
な
が
ら
動

か
な
く
な
っ
た
父
を
見
て
も
、
死

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
数
日
前
に

は
、
一
緒
に
遊
園
地
に
行
き
、
家

族
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の

家
族
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

な
ん
て
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
ず
、

実
感
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
自
分
自
身
が
家
族
の
死
に

立
ち
会
っ
た
経
験
か
ら
、
命
の
大

切
さ
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

父
が
天
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
一
年
後
、
私
は
小
学
校
へ

入
学
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
ラ
ン

ド
セ
ル
、
大
き
な
校
舎
、
新
し
く

始
ま
る
勉
強
。
も
ち
ろ
ん
小
学
校

で
の
生
活
は
新
鮮
で
楽
し
い
も
の

で
し
た
が
、
私
の
心
の
中
に
は
い

つ
も
あ
る
想
い
が
込
み
上
げ
て
い

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
も
ラ
ン
ド

セ
ル
姿
を
見
せ
て
あ
げ
た
か
っ

た
。
そ
し
た
ら
き
っ
と
「
似
合
う

な
」
と
ほ
ほ
笑
ん
で
、
頭
を
な
で

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
日

一
日
の
こ
と
を
お
父
さ
ん
に
も
話

し
て
一
緒
に
笑
い
た
い
な
。

　

父
の
い
る
生
活
を
想
像
す
る

と
、
急
に
寂
し
さ
で
胸
が
押
し
潰

さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
は
き
ま
っ
て
母
に
こ
う
尋
ね

ま
し
た
。

「
お
父
さ
ん
、
天
国
で
私
の
こ
と

見
て
く
れ
て
い
る
か
な
」

　

す
る
と
母
も

「
お
父
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
家
族

の
こ
と
を
み
て
い
る
よ
。」

と
笑
顔
で
話
し
、
私
を
抱
き
し
め

て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
考
え
る
と

母
が
そ
の
時
、
一
番
つ
ら
か
っ
た

は
ず
で
す
。
最
愛
の
人
を
失
い
、

更
に
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
悲
し
み
や
不

安
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
そ
れ
で
も
私
達
を
悲
し
ま
せ

な
い
た
め
に
、
笑
顔
で
い
つ
も
通

り
振
舞
っ
て
く
れ
て
い
る
母
の
気

持
ち
が
今
と
な
っ
て
は
痛
い
ほ
ど

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
八
年
が

経
ち
ま
し
た
。
正
直
、
父
の
顔
や

声
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
父
が
私
に
残
し
て

く
れ
た
も
の
は
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
病
室
で
、
お
父
さ
ん
に

「
亞
海
と
話
し
た
い
。」

と
言
っ
て
も
ら
い
、
今
ま
で
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
を
た
く
さ
ん
話

し
た
こ
と
。

　

亡
く
な
る
数
日
前
、最
後
に
父
、

母
、
姉
、
私
、
家
族
四
人
で
遊
園

地
に
行
っ
た
こ
と
。
父
は
そ
の
時

は
も
う
自
分
の
力
だ
け
で
は
歩
け

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
傘
を
杖

の
代
わ
り
に
し
て
歩
い
て
い
ま
し

２
０
１
９
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会　

　

最
優
秀
賞

　
　
　
「
父
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　

普
代
中
学
校
２
年　

澤
口　

亞
海
さ
ん

た
。
き
っ
と
も
う
動
く
の
も
大
変

だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
乗
っ
た
り
、
夕
食
を
食

べ
た
り
、
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
で

い
る
時
間
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
と
。

　

中
学
生
に
な
っ
た
今
で
も
、
時

折
、
父
の
声
が
う
っ
す
ら
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
寝
る
前
に
い
つ
も
父
が
私
の
横

で
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

大
切
な
人
と
の
想
い
出
は
た
と

え
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
て
も
、
心
に
ず
っ
と
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
が
経
つ

に
つ
れ
そ
の
人
の
こ
と
を
忘
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
た
と
え
そ
の
人
と
の
想
い
出

が
ど
ん
な
に
楽
し
く
、
大
切
だ
っ

た
と
し
て
も
で
す
。

　

だ
か
ら
私
は
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
た
い
。
私
達
が
今
「
生
き
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
尊

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

現
在
の
社
会
で
は
、
い
じ
め
や
戦

争
な
ど
で
命
を
落
と
し
、
亡
く
な

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た

自
分
で
自
分
の
命
を
絶
っ
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
亡
く

な
っ
た
人
の
背
景
に
は
必
ず
家
族

や
友
人
達
が
い
ま
す
。
一
人
の
人

の
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
人
が
悲
し
み
、
希
望
さ
え

も
失
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か

ら
、誰
の
命
で
も
大
切
な
の
で
す
。

そ
の
人
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
、

他
の
人
の
生
き
る
こ
と
へ
の
希
望

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

私
は
、
今
年
の
七
月
に
老
人

ホ
ー
ム
で
職
場
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
昔

の
記
憶
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
方
、

自
分
の
力
だ
け
で
は
歩
け
な
か
っ

た
り
、
飲
食
も
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
達

を
見
て
、
大
変
だ
な
、
辛
そ
う
だ

な
と
思
い
つ
つ
も
動
け
な
か
っ
た

自
分
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
で
働
く
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
一

人
ひ
と
り
の
利
用
者
さ
ん
に
寄
り

添
い
、
笑
顔
で
明
る
く
接
し
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
姿
を
見
て

自
分
も
将
来
は
笑
顔
で
人
と
関
わ

り
、
生
き
る
力
を
与
え
ら
れ
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
で
す
。

「
あ
な
た
が
生
き
て
い
る
だ
け
で
、

幸
せ
だ
」
と
い
う
こ
と
を
。
ま
だ

ま
だ
大
人
に
な
る
途
中
の
、
未
熟

な
私
で
す
が
、
そ
ん
な
思
い
を
持

て
た
こ
と
が
大
好
き
な
父
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
な
っ
て
い
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。

大坪楓くん
（久慈市・４歳）

ク
リ
ス
マ
ス
楽
し
み
だ
ね
！
○広  

滝澤ひびきくん
（久慈市・８歳）

来
年
も
よ
ろ
し
く
ね
○広  

中央区   三船製菓  ☎35－2020

（
原
文
そ
の
ま
ま
掲
載
）

Xmas のご馳走はやっぱり

骨付きローストチキンですね！チーズブッセ
絶賛発売中‼

ぜひお買い求め
ください‼



13　　広報ふだい　No.691 2019(R1)12 月号　　12

　

　
　
　放送大学岩手学習センターでは、令
和２年度第１学期（４月入学）の学生
を募集しています。
　放送大学はテレビやインターネット
を使って自宅で学べる正規の大学で
す。心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、約 300 の幅広
い授業科目があり、１科目から学ぶこ
とができます。
▶出願期間…第１回：令和元年 11 月
26 日～令和２年２月 29 日、第２回：
令和２年３月１日～３月 17 日
　資料の請求やお問い合わせは、放送
大学岩手学習センター（☎ 019-653-
7414）までお気軽にお問い合わせく
ださい。

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

久慈地区法律相談
▶期日…１月８日（水）、16日(木)▶時
間…10:30～15:30▶場所…久慈市役所
▶問い合わせ先…久慈市役所生活環境
課（☎ 0194−54−8003）

多重債務者相談
▶期日…１月23日(木)▶時間…10:00
～15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…１月15日(水) 10:00～16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…１月14日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00～17:30 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00～17:30

こころの健康相談
▶日時…１月17日(金) 13:30～（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…１月20日(月) 14:00～15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

　

　

　東北森林管理局では、国有林の管理・
経営に皆さんの声を役立てていくた
め、モニターを募集しています。
▶募集人員…48 名程度　※各地域内
の人数や年齢、男女比などの均衡を図
るため、最終的な人数が前後する場合
があります。
▶募集期間…令和元年 12 月２日（月）
～令和２年１月 31 日（金）
▶任期…令和２年４月１日から２年間
▶内容…アンケートへの回答、現地見
学会・国有林モニター会議への出席
　応募資格や応募方法など、詳しくは
東北森林管理局企画調整課林政推進係

（☎ 018-8362228）までお問い合わ
せください。

茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（３人）

野﨑　キミヱ　鳥　居	 93歳

新屋　美和　　黒　崎　　93歳

松葉　金太郎　旭日区　　95歳　

ご存じ
ですか ?

11月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

  ■村内の交通事故《11月》
	 人身事故　０件（０件）

	 物損事故　１件（25件）

  ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《11月》    11件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

 県内33市町村中ワースト順位…１位
 （令和元年10月31日現在）
 村内の検挙者数《10月》	０人（２人）

 県内の検挙者数《10月》	29人（243人）

  ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

　令和２年 4 月から、子ども園や保
育所などの利用を希望する人は、その
施設に入所の申し込みを行う必要があ
ります。
　申込期限は令和２年 2 月７日まで
となりますので、忘れずに申し込みを
してください。
　なお、対象となる人には、12 月上
旬に役場から申込書を送付しました。
そのほか申込書の請求や詳しい内容な
どは、役場住民福祉課（☎ 35-2113）
までお問い合わせください。

　いきいき岩手結婚サポートセンター
「i- サポ」は、県と市町村、民間団体
が連携し、（公財）いきいき岩手支援
財団が運営する機関です。結婚を希望
する独身者を対象に、会員登録制によ
り、理想のパートナー探しやお見合い
の場などを提供しています。久慈地域
では、毎月２回「i- サポ」のスタッフ
が出張し、会員登録やお相手探しなど
のサービスを利用できる「おでかけ i-
サポ」を開設していますので、この機
会にぜひご利用ください。
▶開設日時…令和２年１月５日（日）、
１月 18 日（土）の 12:00 ～ 15:00
▶場所…久慈市中央市民センター３階
小会議室
▶利用方法…事前に i- サポ宮古（☎
0193-65-7222）まで予約をお願い
します。※入会登録料１万円（２年間
有効）※なお、入会登録料は村が全額
補助します。

　総務省の「きくみみ岩手」では、台
風 19 号災害で被災された皆様からの
お問い合わせやご相談を受け付けてい
ます。また、被災者に役立つ生活支援
情報を集めたガイドブックを作成し、
希望者に無償で配布しておりますの
で、お気軽にお問い合わせください。
▶電話相談受付…災害専用行政相談フ
リーダイヤル　0120-633-110（平
日 8:30 ～ 17:30）
▶ガイドブック申込先…きくみみ岩手

（総務省　岩手行政監視行政相談セン
ター）（☎ 019-622-3470）

　
　平成 27 年に施行された「食品表示
法」。経過措置が今年度末で終了し、
４月以降は「食品表示法」へ完全移行
することになります。この講習会では、

（公社）日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント・相談員協会から食品
表示法概要や表示基準の読み方などを
分かりやすく解説します。
▶ 日 時 …令和２年１月 20 日（月）
13:30 ～ 16:30
▶場所…いわて県民情報交流センター

「アイーナ」７階　小田島組☆ほ～る
　詳細な内容や申込方法については、
県環境生活部県民くらしの安全課（☎
019-629-5322）までお問い合わせ
ください。

子ども園など入所の申し込み

家庭ごみの状況

Ｒ１.10 月の排出量

ご　み　総　量 105.9㌧（+38.7㌧）

うち可燃ごみ 87.3㌧ (+32.0㌧ )
うち不燃ごみ 12.9㌧ (+7.3㌧ )
うち資源ごみ  5.7㌧ (-0.6㌧ )

一人一日当たり 1296㌘ (+500㌘ )

※ (　) 内は、前年比

「国有林モニター」を募集

おでかけ i-サポの開設

被災者の皆様への生活支援

事業者向け食品表示法講習会

日時：令和２年１月５日（日）

　　　午後１時～

場所：自然休養村管理センター

令和２年 成人式

放送大学で４月入学生募集

台風第 19号災害義援金及び支援金（11月 30日現在）

11月分　9,263,498 円　累計　16,726,170 円
皆様からの温かいご支援に感謝申し上げます。

使いすてコンタクトレンズ使いすてコンタクトレンズ

今年もありがとうございました�
年内のご注文はお早めにお願いします。

新年は１月２日より営業いたします。
毎週土曜日 定休日

　中央区 まつば時計店 ☎35-2276

年末年始休みのお知らせ
・医科・歯科診療所
　12 月 28 日（土）～１月５日（日）

・図書室
　12 月 28 日（土）～１月６日（月）

・B&G 海洋センター
　12 月 29 日（日）～１月３日（金）

・社会体育館・管理センター
　12 月 28 日（土）～１月３日（金）
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１月のこんなこと、あんなこと

はまゆり子ども園
３学期始業式

２歳６カ月児歯科
教室 ( 受付 12:30
～ 12:45、◯保 )

　　　　　　　　　　　

子ども神楽宿（普
代小学校）

冬 季 特 定 健 診・
各 種 が ん 検 診・
骨粗しょう症検
査◯保

乳児健診 ( 受付
12:15 ～ 12:30、
◯保 )
ブックスタート

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園
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（先負）

（仏滅）

（大安）

（赤口）

（赤口）

（先勝）

（赤口）

（先勝）

（仏滅）

（赤口）

（友引）

（先負）

（大安）

（友引）

（先負）

（仏滅）

        

（友引）

（仏滅）

（先勝）

（先負）

（仏滅）

普代村成人式◯管
令和２年新年交賀
会

普代中学校３学期
始業式
生活あんしん相談
室

普代村消防団出初
式

体育施設無料開放日

普代小学校３学期
始業式

元日

役場からのお知らせ・話題

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
） 使えます

離乳食教室 ( 受付
12:15 ～ 12:30、
◯保 )

　　１月　上神田精肉店

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎ 35−2132

　毎月普代村共通商品券（500 円）と抽選会場加盟店からのプレ
ゼントが20 名様に当たるラッキーチャンス、１月の抽選会場は
次のとおりです。

　満点カードで買い物をすると抽選券が
もらえます。抽選券をもらったら、赤い
のぼり旗の抽選会場へ。抽選券の有効期
限は、発行日より３カ月となっておりま
すので、お早目に抽選にご参加ください。
　詳しくは加盟店店頭チラシをご覧くだ
さい。

ラッキーチャンス抽選会！

成人の日

村県民税第４期納
期限
国民健康保険税第
５期納期限

中央区　電話  35－2045髙橋薬局
15錠 648円 45錠 1,728円

中央区    ☎35－2022

福袋売り出し！
　令和２年１月１日から５日まで

靴のまわたり

　　　

予約受付中！
肖像写真技能士

カトウ写真館
普代村中央区

　キャビネ判以上注
文の方マイカレンダ
ープレゼント�

特典付

 ☎35−2594（普代店）
☎0194-52-2807（久慈店）撮影のご予約・お問合せは 

 2020 年農林業センサスが実施されます

　お問い合わせ先：役場政策推進室　☎ 35 − 2114

　農林水産省では、令和２年 2 月１日現在で、
「2020 年農林業センサス」を実施します。
　この調査は、「農林業の国勢調査」と言われ、
農林業・農山村地域の実態を明らかにする最
も基本的な調査です。

◆保健センターから

受けよう！冬季健診・各種がん検診
日時：令和２年１月４日（土）11：00 ～ 12：00

場所：普代村保健センター

　冬季健診・各種検診の内容は、次の７項目です。それぞれの詳細は、

別途配布している冬季健診・各種がん検診のお知らせをご覧ください。

人間ドックで健康チェック
　　　　　　     しませんか？
　村では、各医療機関で人間ドック
を受けられた人に 10,000 円の助成
をしています。申請に必要なものは、
領収書、印鑑、振込口座の写し、人
間ドック結果です。詳しくは保健セ
ンター（☎ 35-2211）までお気軽に
お問い合わせください。

【健診・検診内容】
・基本健診 ・肺がん検診 ・喀痰検査 ・結核検診 ・前立腺がん検診 
・骨粗しょう症検診 ・大腸がん検診
※　喀痰検査と大腸がん検診は、事前に容器を受け取り、検診当日に　　
　検体を提出するか、検診当日に容器を受け取り、後日提出いただく
　ことになります。事前に容器の受け取りを希望する人は、12 月 27
　日（金）までに保健センターまでお越しくださるようお願いします。
※　８月に配布した検診票をお持ちの人は、忘れずにお持ちください。

　皆さんのお宅や会社などに調査員が伺いましたら、ご
協力をよろしくお願いします。
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  前月比 前年比
人　口 2,637人 （＋ ２） （−84）
  （男） 1,316人 （＋ １ ） （−37）
  （女） 1,321人 （＋ １ ） （−47）
世　帯 1,131戸 （＋ ５ ） （−18）

人口と世帯 11月末現在
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子ども園生活発表会

劇あそび「おべんとうバス」（２歳児） KAIJU になりきり、リズミカルにダンス（年中組）

上手に「まねっこ」できました（１歳児）

　元気いっぱいに歌や踊りを披露

　はまゆり子ども園（鎌田和也園長、園児 63 人）
の生活発表会が 12 月７日、同園ホールで行われ、
可愛らしい華やかな衣装に身を包んだ園児たち
は、練習の成果を発表しました。
　園児たちは、歌やダンス、劇などを元気いっぱ
いに披露。大きな声で自己紹介もしました。
　会場を埋め尽くした約 100 人を超えるお父さん
やお母さん、おじいちゃんやおばあちゃんたちか
らは盛んに拍手が送られていました。

年長組は合奏に挑戦。もうすぐ立派な１年生です。

アイドル並みのキレキレダンスを披露
年少組の劇「ぽんたの自動販売機」

会場は園児たちの演技に釘付け

堂々と「１年生の目標」を発表

初めての生活発表会（０歳児）


